
防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
　「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
　右の二次元コード

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２

フリーアクセス　　しみんは　　１ １ ９

●携帯電話、
　 P H S からは

災害情報確認

【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

▲部屋の内装も人形の時代に合わせたアンティーク調です

　部屋一面に佇む100体以上の市松人形たち。　
まるで今の環境に感謝しているかのように優し
い眼差しをしています。「この子たちは、自分
の子どもみたいなものです。うれしい時はもち
ろん、つらい時や悲しい時も一緒に分かち合っ
てくれる存在なのです」と語るのは、25年以上
にわたり、この人形たちに命を吹き込み続けて
いる村杉美枝さんです。
　子どものころから人形が大好きだった村杉さ
んは、大切にしていた市松人形と戦争中に別れ
たことをずっと悔やんでいました。50歳を過ぎ、
ある骨董市で捨てられたかのように転がってい
た市松人形を、家に持ち帰ったことが集めるよ
うになったきっかけ。髪を付け加えて古布で着
物を作って着せてあげると、人形は穏やかな表

情になったそうです。人形に着せる着物は、巣
鴨の「人形館」で作り方を習い、ほとんどが手
作り。材料は、人形が作られた時代に合わせた
着物や古布を使うため、骨董市などを歩き大正
から昭和初期のちりめんを探すほどの愛情の注
ぎようです。
　「人形たちの表情が、日々の環境だけでなく
自分の気持ちに合わせるかのように変化する」
と村杉さん。決して言葉は話さないが、その表
情で心を癒し、慰めてくれる家族の一員です。
　最後に市松人形への想いを伺うと、「人形と
の出会いは、人と人とが出逢うことと同じ。巡
り巡って私のところへ来てくれたことに感謝で
す」と部屋の人形たちに優しくほほ笑みかけま
した。
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《内科系》 《外科系》

4月 2日㊐ 大 塚 内 科
☎23ー6121

宍 倉 病 院
☎24ー2171

4月 ９日㊐ 鵜沢外科内科クリニック
☎34ー2496

塩 田 記 念 病 院
☎35ー0099

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎ Ｆ へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ０１２０（４３８）１１９

☎０４７５（２２）７２９０

19時〜翌6時
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